
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：柳正憲、以下「DBJ」という。） 

は、このたび一般財団法人岩手経済研究所（理事長：高橋真裕）と共同で 

「ラグビーワールドカップ 2019『岩手県・釜石市』開催に伴う岩手県への 

経済波及効果」と題した調査レポートを発行しました。 

 

 2019 年（平成 31 年）に日本開催が決定しているラグビーワールドカップの 

開催都市 12 ヶ所のうち、岩手県釜石市は会場の 1 つとして選定されました。 

当レポートは、ラグビーワールドカップ開催による岩手県への経済波及効果 

について試算したものです。 

 

 本調査での試算結果は、以下のとおりです。 

 
  ・経済波及効果試算結果：83.2 億円 

（内訳） 1 次波及効果 70.6 億円  
         2 次波及効果 12.6 億円 

  
当レポートをご希望の方は、DBJ ウェブサイト「地域・海外レポート（東北）」 

（http://www.dbj.jp/investigate/area/tohoku/）に掲載していますので、ご参照 
ください。 

 
 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 
活動による課題解決でお客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して 
いきます～」に基づき、地域に役立つ情報発信を積極的に行ってまいります。 

 
 

 
 

「ラグビーワールドカップ 2019『岩手県・釜石市』 

開催に伴う岩手県への経済波及効果」を発行 

【お問い合わせ先】 

東北支店 東北復興・成長サポート室 電話番号 ０２２－２２７－８１８２ 

平成 28 年 9 月 29 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 柳 正憲


